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1. Hahn-Banachの（拡張）定理（実数係数）を述べよ．

2. Hahn-Bacachの（拡張）定理（実数係数）の証明について．講義では Step 1と Step2がありま
した。Step 1と Step 2では具体的に何を示したかを証明なしでいいので書いてください．Step

2では Zornの補題をどうやって使ったかが分かるように書いてください．

3. ベクトル空間 X の部分集合 Aが吸収的であるとは?また，Aが吸収的であるとき AのMinkowsli

汎関数とは?

4. Hahn-Banachの分離定理（実数係数）は３つありました．それを述べてください．

5. X をノルム空間とするとき，X から X∗∗ への標準的単射であるとは？また，X が回帰的Banach

空間であるとは?

6. ノルム空間 X における点列の弱収束の定義を書いてください．

7. (X, ∥ · ∥) をノルム空間，C を X の空でない凸集合とする．このとき，次の (i)と (ii)は同値で
あることを示せ：

(i) C が閉集合であること
(ii) C の点列 {xn} が x ∈ X に弱収束するならば x ∈ C であること．

8. (X, ∥ · ∥) をノルム空間とする．X∗ における汎弱収束の定義を述べてください．X∗ 上の弱収束
とは何が違いますか?

9. Banach-Alaogluの定理を述べよ．また，回帰的 Banach空間の場合はどのように簡略化されま
すか?
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